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研究では，イネの Nramp（Natural Resistance-Associated Macrophage Proteins）ファミリーに属する機能未同定の OsNramp5


























本研究では，イネの Nramp（Natural Resistance-Associated Macrophage Proteins）ファミリーに属する機能未
同定の OsNramp5 と OsNramp3 について金属輸送における役割を解析した。 
 OsNramp5 は主に根で発現しており，また基部側が先端部より発現が高かった。その発現はマンガン，鉄，
銅，亜鉛のいずれの欠乏によっても誘導されなかった。抗体染色で OsNramp5 の組織・細胞局在性を調べた











行った結果，OsNramp3 はマンガンを輸送できることが明らかとなった。この遺伝子の T-DNA 挿入株を用い
て，マンガン欠乏処理を行い，野生株と破壊株の生育を比較した結果，マンガン欠乏処理下では破壊株の新
葉に顕著なクロロシスを示して生育が阻害され，破壊株の根端にはネクローシスが見られた。この時の地上
部と根のマンガン濃度は野生株と破壊株との間にほとんど差はなかった。しかし，詳しく部位別のマンガン
濃度を比較したところ，破壊株の新葉のマンガン濃度及び根端のマンガン濃度が野生株と比べ，著しく減尐
していた。以上の結果より，節に局在する OsNramp3 は，主にマンガンを新葉や根の先端など必要な器官に
優先的に分配するために機能していると考えられる。 
これらの成果はすでに国際誌に 2 本の論文として公表されており，博士学位論文として十分に値すると判
定した。 
  
